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新　城　総　長

　本誌前號に報じた如く，本會名暮會員理學博士新城新藏教授は，京都帝

國大比々内の衆望を婚って，いよいよ総長に就任されるここになった．吾

吾は何よりも先づ双手を墓けて之れを喜こび，満腔の熱誠を以って同博士

ε同大學の將來多幸ならんこミを祀ひ，且つ祈るものである．

　新城博士の総長ミなられたのは，言ふまでもなく同博士の「學ミ徳E」が

大向内外の衆望を得た結果であるが，吾々永く博士の薫陶を受けた者は，

親しく其の「學ε徳ミ」を知ってみるものであって，此の鮎に於いて，博士

の就任は，吾々には人一倍の深き喜びであり，實に吾がこEの如く大なる

誇りを感ずる．

　天文學者にして大學網長になつkものは東西古今に例が多くない．しか

し現代の吾々は今アメリカに於いて二つの例を知ってみる．一は米國アイ

オワ州デモイン市のドレーク大學総長DW，モア・・ウス博士であり，他の一

例は同氏カリフオニア大學総長W．W．カンベル’博士である．自分は先年外

遊の時，幸ひ此の爾総長に共に接しt光榮を有っ．モアハウス総長は1908

年に出現したかのモアハウス彗星の獲見者であって，當時ヤーキース天文

皇の一毫員であったが，1922年推されて総長になつナこ．しかし，総長になっ

てからもやはり天：文研究は念頭を去らないらしく，現に自分等が1923年九

月の皆既日食を観測するナこめ暫く西海のカタリナ島に滞在した時，モアハ

ウス総長も亦撒人の同志ε共に此の島に來て，同じリグレイ・カンプの生活

を共にしナこものである．大きい膣駆の持ち主で，一見豪放粗野なヤンキ，一
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タイプであるが，人に接するには極めて温情に富み，やさしく，あかるく，

総ての友を喜びに盗れしめる魅力を有し，一方に於いて反，熟心ミ掲創に

富む學者肌である．更に，カンベル博士に至っては，人も知る如く，米町

蝉吟の先騙キーラー教授の後糧者εして，ミシガン大學より出でて早くリ

ク天文皇長εなり，今世紀の初頭より，恒星のスペクトル研究ε其の視線

騒動の観測εに細濁して，此の方面に於いてリク天文毫の名を全世界に重

からしめ，筒ほ皆既日食の観測を全地に試みて，實に「日食の主」ナこるあだ名

を呼ばれるに至つナこ．更に世界大戦後は，全アメリカ天文學會々長及び國

際天文同盟の頭首に歴任し，實に現代天文學界の：重鎭を二って多くの人に

為せられる身であっナこ．去る1923年春，濠州の日食観測遠征を終へてカリ

フオニア二二に露り，アインシタィン原理の三三な三明を叢表するや，ま

もなく同大學総長に推され，「リク天文皇長の地位を兼ねナこま判εの條件

の下に就任しteこεは，かつて本誌にも記した所である．今日，カリフオ

ニア大學ε其のリク天文肇はカンベル榑士の下に，皆々名四を畢けつMあ

る．

　わが新城博士は，實に京都帝國大學に於ける天文研究の開拓者であって，

っεに大宇宙の物理學的探究に志し，1910年頃から，大氣の光線屈折1・1題

緯度攣化問題，流星ミ其れの關連する諸問題，乃至，攣光星の諦理論に回

する多くの論文を獲表し，更に一方に於いて東洋古代の天文學史研究に歩

を進めて薮に二十年．至る所，他人の及ばざる新論の開嚢ε討究ミにより

ひろく世人の畏敬の的εなりつXある．今や悼士の學術研究は三々圓熟の

境に入らんεし，夏に叉，學術研究審議や，東邦文化事業委員會や，文部

省測地學委員會等を通じて博士の手腕は愈々護心せんEする際であるから

一朝にして茂れを帝大総長に痩けるこSは，純學術研究上，可なり惜しま

れるべき事柄である．しかし，大學の行政は博士の出現によって期待さる

べき幾多のものがあるこざを思ひ，吾人はむしろ此の際博士の総長就任を

：大に慶賀するものである．

　因みに，こXに新城博士の略歴を記さう．
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明9台6年（1873年）　入

同25年（1892年）七月，

同2昨（1895年）七月，

同　　　（伺　　）七　月，

同3e年（1897年）九月，

同：33年（1900年）一月，

同（同）六月，
同34年（1901年）十一月

同38年（1905年）一一月

同40年（1907年）十月，

同　　　（同　　）十一・月，

同42年（1909年）五月，

大正8年（1919年）凹凹，

同　　　g年（1920年）　　二＝二　　月，

同年（1921年）十一刀，

同12年て1923年）七月，

同年（1923年置十二月，

痘1　　141f一（1925年）　　三　　刀，

同　　　（同　　）　十二月，

昭和3年（1928年）入月，

1司　　　4年（1929年）

　新城覇藏薄日略歴

刀20日，福島曇霞津若松市に誕生

仙蔓の第二高等學校卒業

東京帝國大判理科大學卒業

同　大垣院に入り，物理學一般を研究

陸軍敏授（砲工順逆敏官）sなる

築城本部御用掛兼務

京都帝國大學助教授理工科大學

東京帝日大門班科大學講師奄無ぬ

私費な以って濁逸國に留學

昂朝して，京都帝國大學理工科大學講師囑托

京都帝國大學理工科大學教授

総長推薦により理學博士の學位を受く

来日へ出張・同十こ二月麟朝

高等官一等

學術中究會議天丈學部副部長

第二2回汎太亭洋學術會議のプこめ濠洲へ出張

京都帝國大學理學部長

勲二等

願により理學部長な免す

從三位

京都帝国大黒総長

　　　　　　　　　　　　（山　本　記）

　　　　　　　　　　京都帯一大學天文台の近状

　新城首席教授は総長に暴けられ，上田荒木爾助教授は海外へ留學せられ，

あ〉一に残された山本教授は新任の竹田助教授や上島講師ε共に雑務を塵理

してみるが，目下，花山には新天文台の建築工事が進みつXあるし，叉，

大學構内には理論天文學の建築が進みつXある．それに爾ほ今は學年の始

め終りの仕事が多い．ih本山等は又，日蝕観測言行準備に忙殺されてるる・

一實に御盆ミ正月こが十づNも一時にやって來た忙しさである！！


